
【渡島管内】 地域とともにある学校図書館（七飯町立七重小学校）

ハッピー七小サポーターズの協力の下、夏休みと冬休みには「図書
室開放」が行われ、読書や学習を目的に多くの児童が学校図書館を訪
れます。開放日には、児童の保護者や未就学児も学校図書館を利用で
き、七飯町で活動する「読み聞かせサークル『ぴょ～ん』」による絵
本の読み聞かせが行われるなど、地域一般に開かれた学校図書館の実
現に向けて動き始めています。
「図書室開放」が地域全体に読書の輪を広げる取組になっています。

地域に開かれた学校図書館

七重小学校では、学校支援ボランティア「ハッピー七小サポーターズ」の
方々が活動しており、学校図書館の運営も支援していただいています。図書
委員の子どもたちと協力して蔵書の整理を行うほか、おすすめ図書の展示レ
イアウトや、季節に応じた装飾を施すことで学校図書館の環境を整備し、
「教室が１番なら、学校図書館は“学校で２番目に好きな場所”」と思える
ような、居心地の良い場づくりに取り組んでいます。

学校支援ボランティアによる環境整備

装飾で居心地のよい空間に

【オホーツク管内】自立した学習者が育つ学校図書館（北見市立南小学校）

南小学校の学校図書館は、いつでも、どの子どもにも開かれた「学びと成
長のセーフティーネット」としての役割も担っています。また、南小学校では
学校司書と学校図書館専門の事務職員を配置し、学校図書館に大人がいる
時間を増やすことで、一時的に学級になじめない子どもが、自分で課題を
設定し自分のペースで勉強する居場所としての利用も可能にしています。
３回借りるとおみくじが引ける子ども向けのイベントや、図書委員の図

書館業務やレファレンス能力を段階的に高める「図書委員会メンバーグレード
制度」など、子どもたちが楽しく学校図書館を利用できる仕掛けが多くあり、
休み時間は子どもたちで賑わっています。

学びと成長を支える居場所づくり

北見市立南小学校では、北見市立図書館の協力のもと、学校図書館を
本を読むだけではなく、自分で学ぶ力を身に付けるための中核施設とし
て、「調べて、学んで、くつろげるスペース」に整備しました。各テー
ブルにはインターネットの検索方法や引用の仕方を掲示して自己学習を
支援しています。さらに教職員が出張や旅行等で訪れた全道各地の地域
資料を収集して配置し、子どもたちの調べ学習等に役立てています。

学び方を身に付ける情報活用の拠点
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休み時間の学校図書館の様子

「図書室開放」での読み聞かせの様子

子どもの読書活動推進コーナー３

社会教育課では、地学協働の推進とともに、子どもの読書活動の推進に関することについても取り

組んでいます。今号は、道内の２管内から、学校図書館の好事例を紹介します。


